
山口労働基準監督署 

 

山口県下の熱中症の発生状況は、過去１０年間で職場における熱中症により９２人が

被災しており、特に当署管内においては、先般、死亡災害が発生し尊い人命が失われる

極めて憂慮すべき事態となっております。 

さらに気象庁が発表した今夏の天候の見通しによると、九州北部地方（山口県含む）

では暖かい空気に覆われやすく気温が平年並か高いとされており、今夏も熱中症の多発

が危惧され対策に万全を期すことが重要となります。 

 

山口労働基準監督署（署長：上田竜夫）では、７月２１日に職場における熱中症の撲

滅に向けた緊急要請を関係団体及び炎天下での屋外での作業が想定される事業場に対し

て行いました。 

  
（一社）山口県警備業協会への要請書交付場面 

  

 今後、山口労働基準監督署では、できるだ

け多くの職場において、「STOP！熱中症クー

ルワークキャンペーンの実施について」に基

づく基本的な熱中症予防対策を講ずるよう

広く呼びかけ、一層の取組を推進してまいり

ます。 

 


